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ＯＫＩグループ主要事業について

PBX
無線LANシステム
プリンター

ETC
VICSシステム

チェックイン端末
航空管制システム

コンタクトセンター
会計システム
各種発券システム

現金処理システム
統合決済システム
プリンター生産管理システム

工場NWシステム
ハイエンドEMS

OKI
グループ

各種発券システム
情報提供端末

ATM
金融営業店システム

GE-PONシステム
大規模IP電話システム

920MHz帯マルチホップ無線

外貨両替機

プリンター
消防指令システム
防災システム

空 港空 港官公自治体官公自治体

道 路道 路

工 場工 場

オフィスオフィス 店 舗店 舗

旅行代理店旅行代理店銀 行銀 行

駅駅通信キャリア通信キャリア

3つのコア技術（メカトロ／情報通信融合／省エネ） を活かした商品・サービスを
営業・技術・生産・保守一体となってお客様に提供
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ＯＫＩの取組み －「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会の実現－

ICTを活用したITSの通信メディアの検討、具体化と効果的な利用方法の確立
・ ITSマルチプロトコル／各種周波数への対応技術によるユースケースの設定
・ ビッグデータ対応に向けた通信手段の融合によるセキュアなV2Xネットワーク
・ ビックデータを活用するアプリケーションサービスと運用ルールの検討

ビッグデータ
⇒Connected Car

アプリケーション
サービス環境

要因

自然
災害

人為
災害

渋滞
状況

挙動
把握

行動
把握

移動系ＮＷ
（携帯/Wi‐Fi）

固定系ＮＷ
（インターネット等）

移動系ＮＷ（ITS専用通信）

路車間通信 車車間通信

・自動走行
・安全運転支援
・ダイナミックマップ
・決済 ……

クルマ／ヒト
インタフェース規定、利用規定

自律型から協調型の通信インフラによる様々
なユースケースへ適用可能なAPIの整理

V2Xネットワーク
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ＯＫＩのＶ２Ｘ開発事例 －社会インフラ機器への取組み－

駐車場 『決済サービス』

ショールーム

ETC2.0
ITSスポット
運転支援

ＶＩＣＳ
道路交通情報

ＥＴＣ料金所
高速道料金決済

道路インフラ道路インフラ

ＥＴＣ活用
サービス

道路上での
サービス

民間サービス民間サービス

新たなＩＴＳサービス（安全運転支援システム、自動運転システム、等）新たなＩＴＳサービス（安全運転支援システム、自動運転システム、等）

カーディーラー 『顧客来店管理』

歩車間通信

サービス

車車間通信
サービス

自動運転
・隊列走行

サービスの
協調と共用

Ｌｏｃｏもび
ＡＳＰサービス

車両 『位置情報サービス』

テレマティクス
サービス

ITS専用通信によるV2Ｉ／V2Vの構築
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Ｖ２Ｘの展開検討事例 －ＤＳＲＣ高度化－

4m

50m
10 x10 m

⾃動運転・隊列⾛⾏ ⾃動運転(合流)

DSRC 通信エリア拡張 ETCフリーフロー
30m

DSRC 伝送速度向上

災害時⾞両通信

1km以上

サーバー

Wi-Fi

Wi-Fi
DSRC⾼度化技術による新たなサービス候補例

導入から10年以上が経過した狭域通信システム（DSRC）について、国際的な協調を考慮するととも
に、将来のサービス拡張性を確保する観点から、既存のDSRC（5.8GHz帯）へ影響を与えずに共用可
能な新しい通信方式の導入に必要な技術を検討し、路側機の設備更新時期等を考慮しつつ実用化に
向けて技術基準の策定を目指すことで、周波数の共同利用に資する。

（総務省） 狭域通信システム（DSRC）高度化技術に関する調査検討（H25～H27） 概要
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Ｖ２Ｘの展開検討事例 －災害時車両ネットワーク－
（総務省：平成23年度補正予算（第3号）による情報通信ネットワークの耐災害性強化のための研究開発）

協調型ITSサービスに求められるマルチプロトコル／マルチホップネットワーク技術を開発
ITS無線機器によるスマホ通信回線の緊急確保／車両の電源・機動性を有効活用

一般車両

車両通信方式(1)

車両通信方式(2)

車両通信方式(3)

無線LAN

避難所

病院 防災センタ

災害現場

可搬型路側機

他の地域ネットワーク

ネットワークインフラ損壊

可搬型路側機

マルチプロトコルGW
／マルチホップ装置

Smart phone
Wi-Fi：802.11b,g
(slave)

ETC/DSRC 欧米DSRC 700MHz ITS Wi-Fi 
(master)

Network Control Module
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「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会の実現に向けて

現状の
社会

空 港空 港官公自治体官公自治体

道 路道 路

工 場工 場

オフィスオフィス 店 舗店 舗

旅行代理店旅行代理店銀 行銀 行

駅駅通信キャリア通信キャリア

マルチサービス
ドライブスルー

ドライブ
コンシェルジュ

物流管理

テレワーク

移動ATM

自動運転車両
ショットガン

アドバンス
パーキング

情報サービス

Ｖ２Ｘに求められるネットワークインフラとしての機能
自営ネットワークと公衆ネットワークの共存／併用 ：各種サービス要件対応、災害時の考慮

公共サービスと民間サービスの棲み分けと協調 ：プライバシー/セキュリティ確保、オープンデータ

各種情報アクセスのためのインタフェース構築 ：情報の再利用、高精度測位、ダイナミックマップ

必要な法整備
／制度設計

「Connected Car」社会における新たな
社会インフラの実現とサービスの創出

Ｖ２Ｘコミュニケーションの展開

Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ向け ＡＰＩの実装

「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会の実現に向け、様々な分野でのユースケースを運用含め具体化、
Ｖ２ＸのＡＰＩ構築と普及にむけた法整備や制度設計が重要。

「Ｃｏｎｎｅｃｔｅｄ Ｃａｒ」社会
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